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2016年10月27日（木）Time

Place

第1部
19：00～

第2部
20：00～

講演会

Ⅰ 講演 「外科　～最後の砦として～」
 外科 教授 　医療連携・相談部長　佐野 圭二

Ⅱ 活動報告 「放射線科におけるカテーテル治療」
 　　　　　放射線科　病院教授　近藤 浩史

医療連携室より活動報告

懇親会

地域で支える“医療”

第6回
帝京大学医療連携セミナー

■ 講演会 19：00～　■ 懇親会 20：00～

ホテルメトロポリタン池袋 3階「富士」
〒171-8505 東京都豊島区西池袋1-6-1 TEL.03-3980-1111（代表）

我が家の秋
今年も「食欲の秋」がやってきまし
たね！みなさんはどんな食べ物を
想像しますか？
私にとっての「食欲の秋」は栗です。
我が家では毎年母が渋皮煮を作っ
てくれています。
母の渋皮煮を作っている姿を見る
と「秋が来たんだなぁ」と感じます。
今年は社会人になったのを期に私
が渋皮煮を作ろうと思います。

Y.O.

特定機能病院
病院機能評価Ver.6.0認定
地域がん診療連携拠点病院
東京都災害拠点中核病院

帝京大学医学部附属病院
〒173 - 8606 東京都板橋区加賀2-11-1
TEL.03-3964-1211（代表）
http://www.teikyo-hospital.jp
お問い合せ E-mail/renkei@med.teikyo-u.ac.jp
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放射線科におけるカテーテル治療
帝京大学医学部放射線科学教室
病院教授 近藤  浩史
第６回帝京大学

医療連携セミナーのご案内

帝京大学医学部外科学講座
～最後の砦として～

帝京大学医学部外科学講座　
教授 佐野  圭二
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お問い合わせ先：

帝京大学医学部附属病院
医療連携室
TEL：03-3964-9830
FAX：03-3964-9849
紹介状をお持ちの方の
初診外来予約。

帝京大学医学部外科学講座　教授
佐野 圭二（さの けいじ）
1990年東京大学医学部卒
東京大学医学部附属病院、国立がん研究センター、日本赤十字社
医療センターなどを経て2010年より当院外科学講座教授。
2011年より当院医療連携・相談部部長を兼務。
趣味はサッカー、音楽。
外来は火（午前）、金（午前・午後）。
緊急の診察・転院相談は曜日不問。
HP：http://www.teikyo-hbps.jp/

　
帝
京
大
学
病
院
の
外
科
は
、現
在
40
人
を

こ
え
る
外
科
医
に
加
え
て
、病
棟
・
外
来
の

看
護
師
・
病
棟
薬
剤
師
・
ク
ラ
ー
ク
、さ
ら

に
担
当
の
管
理
栄
養
士
・
理
学
療
法
士
・
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で

日
常
診
療
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
手

術
に
お
い
て
は
、麻
酔
科
医
・
手
術
部
看
護

師
・
メ
デ
ィ
カ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ど
、術
後

は
集
中
治
療
室
に
お
い
て
専
門
の
医
師
・
看

護
師
な
ど
と
共
に
働
い
て
い
ま
す
。

　
一
枚
岩
の
外
科
の
中
で
も
高
い
専
門
性
を

実
現
す
べ
く
臓
器
別
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。
私
が
所
属
す
る
肝
胆
膵
外
科
グ

ル
ー
プ
に
お
い
て
治
療
の
対
象
と
な
る
病
気

の
種
類
は
お
も
に
2
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は

感
染
症
、そ
し
て
も
う
一
つ
は
腫
瘍（
が
ん
）

で
す
。
感
染
症
に
関
し
て
、た
と
え
ば
胆
の

う
炎
に
対
し
て
は
胆
の
う
摘
出
術
を
お
こ
な

い
ま
す
。
こ
の
手
術
は
帝
京
大
学
外
科
山
川

達
郎
名
誉
教
授
が
日
本
で
は
じ
め
て
腹
腔
鏡

で
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
当
グ
ル
ー
プ
で
も
安

全
第
一
・
低
侵
襲
に
適
応
を
拡
大
し
て
治
療

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
腫
瘍（
が
ん
）に
関
し
て
、肝
胆
膵
領
域
の

腫
瘍
は
症
状
が
出
に
く
く
発
見
さ
れ
に
く
い

の
で
す
が
、消
化
器
内
科
と
連
携
し
て
早
期

発
見
・
早
期
治
療
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
治

療
は
肝
切
除
や
膵
切
除
な
ど
高
難
度
な
も
の

が
多
く
、安
全
第
一
で
確
実
な
根
治
切
除
を

お
こ
な
い
、術
前
後
に
放
射
線
科
や
腫
瘍
内

科
と
も
連
携
し
放
射
線
治
療
や
抗
癌
剤
な
ど

を
併
用
し
て
再
発
を
で
き
る
だ
け
防
い
で
い

ま
す
。
一
方
、肝
胆
膵
領
域
の
腫
瘍
に
対
す

る
腹
腔
鏡
手
術
は
根
治
性
・
安
全
性
と
も
に

開
腹
手
術
と
同
等
に
施
行
で
き
る
も
の
に

限
っ
て
い
ま
す
。

　
わ
れ
わ
れ
の
特
徴
は
、何
事
も「
あ
き
ら
め

な
い
」で
、病
院
に
来
院
さ
れ
る
患
者
さ
ん
や

そ
の
ご
家
族
の
望
み
、当
院
に
大
切
な
患
者

さ
ん
を
ご
紹
介
い
た
だ
く
地
域
の
先
生
方
の

望
み
の
実
現
の
た
め
全
力
を
尽
く
す
こ
と
で

す
。
わ
れ
わ
れ
が「
最
後
の
砦
」と
し
て「
あ

き
ら
め
な
い
」こ
と
で
、多
く
の
病
院（
他
の

大
学
病
院
を
含
め
）か
ら
患
者
さ
ん
を
ご
紹

介
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
が
一
つ
に
な
っ
て
患
者

さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
と
と
も
に
歩
む
、そ
れ

が
帝
京
大
学
病
院
の
最
大
の
強
み
で
す
。
帝

京
が
あ
る
か
ら
大
丈
夫
、と
言
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、外
科
も「
最
後
の
砦
」と
し
て

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。

お問い合わせ先：

帝京大学医学部附属病院
医療連携室
TEL：03-3964-9830
FAX：03-3964-9849
紹介状をお持ちの方の
初診外来予約。

帝京大学医学部放射線科学教室　病院教授
近藤 浩史（こんどう ひろし）
1997年岐阜大学医学部卒業
1997年岐阜大学医学部放射線科入局
1999年北信総合病院放射線科
2000年岐阜大学医学部放射線科助手
2007年同講師
2012年同臨床准教授
2015年帝京大学医学部放射線科学教室准教授
2016年4月より現職。

　
放
射
線
医
学
は
各
種
の
X
線
撮
影
、C
T
、

M
R
な
ど
を
用
い
た
画
像
診
断
部
門
、

interventional radiology

（
I
V
R
）部

門
、核
医
学
部
門
、放
射
線
治
療
部
門
の
４
つ

の
領
域
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
み
な
さ
ま
良
く

ご
存
知
の
様
に
、近
年
の
医
療
で
は
上
記
の

４
分
野
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、2
0
1
5
年
4
月

よ
り
帝
京
大
学
医
学
部
放
射
線
科
に
異
動
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
腹
部
画
像
診
断
と

I
V
R
を
専
門
と
し
て
お
り
ま
す
。
放
射
線

科
が
行
う
I
V
R
に
は
、悪
性
腫
瘍
に
対
す

る
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
、内
・
外
因
性
出
血
に

対
す
る
緊
急
止
血
術
、内
臓
動
脈
瘤
塞
栓
術
、

動
静
脈
奇
形
の
塞
栓
術（
肺
動
静
脈
奇
形
、

腎
動
静
脈
奇
形
、骨
盤
動
静
脈
奇
形
な
ど
）、

動
脈
塞
栓
術
、

血
管
形
成
術
、

T
I
P
S
、B

－

R
T
O
、下
大
静

脈
フ
ィ
ル
タ
ー

留
置
、リ
ザ
ー
バ

留
置
、C
T
ガ
イ

ド
下
生
検
、ド
レ

ナ
ー
ジ
術
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
当
院
の
救
命

科
は
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
、全
診

療
科
支
援
型

E
R
と
外
傷
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
が
、近
年
、緊
急
止
血
を
I
V
R
の

技
術
を
用
い
て
行
う
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
緊
急
を
要
す
る
た
め
、救
急
科
の

先
生
方
と
協
力
し
て
、迅
速
な
処
置
が
で
き

る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
作
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。
来
年
4
月
に
は
血
管
造
影
装
置
と
C
T

装
置
が
備
わ
っ
た
初
療
室（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト

E
R
室
）が
完
成
予
定
で
あ
り
、今
ま
で
以
上

に
迅
速
か
つ
正
確
な
治
療
が
可
能
と
な
り
、

患
者
さ
ん
の
予
後
、Q
O
L
向
上
に
寄
与
す

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、血
管
性
病
変

の
治
療
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
動
脈
瘤
、

動
静
脈
奇
形
は
頭
蓋
内
だ
け
で
な
く
全
身
に

も
発
症
す
る
病
気
で
す
。
金
属
コ
イ
ル
な
ど

に
よ
る
塞
栓
術
を
行
う
こ
と
で
、非
侵
襲
的

に
治
療
が
可
能
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

腎
血
管
筋
脂
肪
腫
も
動
脈
塞
栓
術
で
治
療
可

能
で
す
。
こ
れ
ら
の
疾
患
は
短
期
間
の
入
院

で
治
療
が
可
能
で
す
。
ま
た
、大
動
脈
瘤
に

対
す
る
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
装
術
も
血
管

外
科
と
協
力
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
引
き

続
き
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
鞭
撻
を
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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様
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。

お問い合わせ先：

帝京大学医学部附属病院
医療連携室
TEL：03-3964-9830
FAX：03-3964-9849
紹介状をお持ちの方の
初診外来予約。

帝京大学医学部放射線科学教室　病院教授
近藤 浩史（こんどう ひろし）
1997年岐阜大学医学部卒業
1997年岐阜大学医学部放射線科入局
1999年北信総合病院放射線科
2000年岐阜大学医学部放射線科助手
2007年同講師
2012年同臨床准教授
2015年帝京大学医学部放射線科学教室准教授
2016年4月より現職。

　
放
射
線
医
学
は
各
種
の
X
線
撮
影
、C
T
、

M
R
な
ど
を
用
い
た
画
像
診
断
部
門
、

interventional radiology

（
I
V
R
）部

門
、核
医
学
部
門
、放
射
線
治
療
部
門
の
４
つ

の
領
域
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
み
な
さ
ま
良
く

ご
存
知
の
様
に
、近
年
の
医
療
で
は
上
記
の

４
分
野
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、2
0
1
5
年
4
月

よ
り
帝
京
大
学
医
学
部
放
射
線
科
に
異
動
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
腹
部
画
像
診
断
と

I
V
R
を
専
門
と
し
て
お
り
ま
す
。
放
射
線

科
が
行
う
I
V
R
に
は
、悪
性
腫
瘍
に
対
す

る
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
、内
・
外
因
性
出
血
に

対
す
る
緊
急
止
血
術
、内
臓
動
脈
瘤
塞
栓
術
、

動
静
脈
奇
形
の
塞
栓
術（
肺
動
静
脈
奇
形
、

腎
動
静
脈
奇
形
、骨
盤
動
静
脈
奇
形
な
ど
）、

動
脈
塞
栓
術
、

血
管
形
成
術
、

T
I
P
S
、B

－

R
T
O
、下
大
静

脈
フ
ィ
ル
タ
ー

留
置
、リ
ザ
ー
バ

留
置
、C
T
ガ
イ

ド
下
生
検
、ド
レ

ナ
ー
ジ
術
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
当
院
の
救
命

科
は
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
、全
診

療
科
支
援
型

E
R
と
外
傷
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
が
、近
年
、緊
急
止
血
を
I
V
R
の

技
術
を
用
い
て
行
う
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
緊
急
を
要
す
る
た
め
、救
急
科
の

先
生
方
と
協
力
し
て
、迅
速
な
処
置
が
で
き

る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
作
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。
来
年
4
月
に
は
血
管
造
影
装
置
と
C
T

装
置
が
備
わ
っ
た
初
療
室（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト

E
R
室
）が
完
成
予
定
で
あ
り
、今
ま
で
以
上

に
迅
速
か
つ
正
確
な
治
療
が
可
能
と
な
り
、

患
者
さ
ん
の
予
後
、Q
O
L
向
上
に
寄
与
す

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、血
管
性
病
変

の
治
療
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
動
脈
瘤
、

動
静
脈
奇
形
は
頭
蓋
内
だ
け
で
な
く
全
身
に

も
発
症
す
る
病
気
で
す
。
金
属
コ
イ
ル
な
ど

に
よ
る
塞
栓
術
を
行
う
こ
と
で
、非
侵
襲
的

に
治
療
が
可
能
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

腎
血
管
筋
脂
肪
腫
も
動
脈
塞
栓
術
で
治
療
可

能
で
す
。
こ
れ
ら
の
疾
患
は
短
期
間
の
入
院

で
治
療
が
可
能
で
す
。
ま
た
、大
動
脈
瘤
に

対
す
る
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
装
術
も
血
管

外
科
と
協
力
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
引
き

続
き
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
鞭
撻
を
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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お問い合わせ先：

帝京大学医学部附属病院
医療連携室
TEL：03-3964-9830
FAX：03-3964-9849
紹介状をお持ちの方の
初診外来予約。

帝京大学医学部外科学講座　教授
佐野 圭二（さの けいじ）
1990年東京大学医学部卒
東京大学医学部附属病院、国立がん研究センター、日本赤十字社
医療センターなどを経て2010年より当院外科学講座教授。
2011年より当院医療連携・相談部部長を兼務。
趣味はサッカー、音楽。
外来は火（午前）、金（午前・午後）。
緊急の診察・転院相談は曜日不問。
HP：http://www.teikyo-hbps.jp/

　
帝
京
大
学
病
院
の
外
科
は
、現
在
40
人
を

こ
え
る
外
科
医
に
加
え
て
、病
棟
・
外
来
の

看
護
師
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病
棟
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ク
ラ
ー
ク
、さ
ら

に
担
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管
理
栄
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・
理
学
療
法
士
・
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で

日
常
診
療
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
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ら
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お
い
て
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医
・
手
術
部
看
護

師
・
メ
デ
ィ
カ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ど
、術
後

は
集
中
治
療
室
に
お
い
て
専
門
の
医
師
・
看

護
師
な
ど
と
共
に
働
い
て
い
ま
す
。

　
一
枚
岩
の
外
科
の
中
で
も
高
い
専
門
性
を

実
現
す
べ
く
臓
器
別
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。
私
が
所
属
す
る
肝
胆
膵
外
科
グ

ル
ー
プ
に
お
い
て
治
療
の
対
象
と
な
る
病
気

の
種
類
は
お
も
に
2
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は

感
染
症
、そ
し
て
も
う
一
つ
は
腫
瘍（
が
ん
）

で
す
。
感
染
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に
関
し
て
、た
と
え
ば
胆
の

う
炎
に
対
し
て
は
胆
の
う
摘
出
術
を
お
こ
な

い
ま
す
。
こ
の
手
術
は
帝
京
大
学
外
科
山
川

達
郎
名
誉
教
授
が
日
本
で
は
じ
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て
腹
腔
鏡

で
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
当
グ
ル
ー
プ
で
も
安

全
第
一
・
低
侵
襲
に
適
応
を
拡
大
し
て
治
療

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
腫
瘍（
が
ん
）に
関
し
て
、肝
胆
膵
領
域
の

腫
瘍
は
症
状
が
出
に
く
く
発
見
さ
れ
に
く
い

の
で
す
が
、消
化
器
内
科
と
連
携
し
て
早
期

発
見
・
早
期
治
療
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
治

療
は
肝
切
除
や
膵
切
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な
ど
高
難
度
な
も
の

が
多
く
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全
第
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確
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根
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除
を

お
こ
な
い
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前
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に
放
射
線
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や
腫
瘍
内
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と
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連
携
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放
射
線
治
療
や
抗
癌
剤
な
ど
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併
用
し
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再
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を
で
き
る
だ
け
防
い
で
い

ま
す
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胆
膵
領
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対
す

る
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全
性
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も
に
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等
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で
き
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っ
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ま
す
。
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あ
き
ら
め

な
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に
来
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れ
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家
族
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な
患
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紹
介
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の
先
生
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の

望
み
の
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こ
と
で
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。
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わ
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後
の
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し
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あ
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め
な
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と
で
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他
の

大
学
病
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を
含
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患
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さ
ん
を
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紹

介
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だ
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て
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ま
す
。
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患者中心の
医 療

安心安全な
高度の医療

地域への
貢 献

医療人の
育 成

医学研究の
推進

患者そして家族と
共にあゆむ医療

編集
後記

2016年10月27日（木）Time

Place

第1部
19：00～

第2部
20：00～

講演会

Ⅰ 講演 「外科　～最後の砦として～」
 外科 教授 　医療連携・相談部長　佐野 圭二

Ⅱ 活動報告 「放射線科におけるカテーテル治療」
 　　　　　放射線科　病院教授　近藤 浩史

医療連携室より活動報告

懇親会

地域で支える“医療”

第6回
帝京大学医療連携セミナー

■ 講演会 19：00～　■ 懇親会 20：00～

ホテルメトロポリタン池袋 3階「富士」
〒171-8505 東京都豊島区西池袋1-6-1 TEL.03-3980-1111（代表）

我が家の秋
今年も「食欲の秋」がやってきまし
たね！みなさんはどんな食べ物を
想像しますか？
私にとっての「食欲の秋」は栗です。
我が家では毎年母が渋皮煮を作っ
てくれています。
母の渋皮煮を作っている姿を見る
と「秋が来たんだなぁ」と感じます。
今年は社会人になったのを期に私
が渋皮煮を作ろうと思います。

Y.O.

特定機能病院
病院機能評価Ver.6.0認定
地域がん診療連携拠点病院
東京都災害拠点中核病院

帝京大学医学部附属病院
〒173 - 8606 東京都板橋区加賀2-11-1
TEL.03-3964-1211（代表）
http://www.teikyo-hospital.jp
お問い合せ E-mail/renkei@med.teikyo-u.ac.jp

2016.9
No.39

放射線科におけるカテーテル治療
帝京大学医学部放射線科学教室
病院教授 近藤  浩史
第６回帝京大学

医療連携セミナーのご案内

帝京大学医学部外科学講座
～最後の砦として～

帝京大学医学部外科学講座　
教授 佐野  圭二

編集後記
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Ⅱ 活動報告 「放射線科におけるカテーテル治療」
 　　　　　放射線科　病院教授　近藤 浩史

医療連携室より活動報告

懇親会

地域で支える“医療”

第6回
帝京大学医療連携セミナー

■ 講演会 19：00～　■ 懇親会 20：00～

ホテルメトロポリタン池袋 3階「富士」
〒171-8505 東京都豊島区西池袋1-6-1 TEL.03-3980-1111（代表）

我が家の秋
今年も「食欲の秋」がやってきまし
たね！みなさんはどんな食べ物を
想像しますか？
私にとっての「食欲の秋」は栗です。
我が家では毎年母が渋皮煮を作っ
てくれています。
母の渋皮煮を作っている姿を見る
と「秋が来たんだなぁ」と感じます。
今年は社会人になったのを期に私
が渋皮煮を作ろうと思います。

Y.O.

特定機能病院
病院機能評価Ver.6.0認定
地域がん診療連携拠点病院
東京都災害拠点中核病院

帝京大学医学部附属病院
〒173 - 8606 東京都板橋区加賀2-11-1
TEL.03-3964-1211（代表）
http://www.teikyo-hospital.jp
お問い合せ E-mail/renkei@med.teikyo-u.ac.jp
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放射線科におけるカテーテル治療
帝京大学医学部放射線科学教室
病院教授 近藤  浩史
第６回帝京大学

医療連携セミナーのご案内

帝京大学医学部外科学講座
～最後の砦として～

帝京大学医学部外科学講座　
教授 佐野  圭二
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